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熊本県観光標識台帳システム要件

１ システムは本庁観光企画課と各広域本部及び振興局で利用

２ ネットワークは県庁LANの利用を想定

３ 本庁情報政策課の仮想サーバの利用を想定

４ 事業概要及びシステムで必要な作業に対応できること

（詳細は次項以降で説明）



観光標識 事業概要
整備事業 点検事業

観光客を観光地へ適切に誘導するために整備する。
主に「観光案内標識(サイン)」、「観光案内版」、
「地点標識(ランドマーク)」が対象。

「熊本県屋外物広告物条例」の改正により観光標識の
定期的な点検が義務化。令和２年度から行う。
点検は有資格者に委託。令和２年度は３７４基が対象。

本庁から振興局へ要望調査

振興局から回答

本庁から振興局へ採択通知

振興局から業者へ工事発注

工事完了

入札準備

入札

契約

受託者へのデータ提供

完了報告

振興局にて台帳システムへ入力 本庁にて台帳システムへ入力
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※黄色枠の作業時にシステムを使用



整備事業 点検事業

振興局から回答 入札準備

受託者へのデータ提供

振興局にて台帳システムへ入力

本庁にて台帳システムへ入力
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システムで作業が必要な項目

・改修・撤去等が必要なものについて、シス
テムから回答様式を出力

・改修・撤去等が完了したものについて、表
示内容や、工事年月日等、台帳情報の更新

・当該年度に点検が必要なものをシステム検
索によりピックアップし、一覧表等を出力

【点検が必要な条件】
・過去２年点検未実施であるもの
・過去の点検で危険度が高いと判定されたもの
・その他観光企画課で必要と判断されるもの 等

・受託者へ必要データを一括出力
【必要データ】
・点検対象一覧 ・点検報告様式
・対象標識の台帳（位置図・写真含む） 等

・報告様式から一括して点検結果を取り込み

※各作業に対応できることを要件とする。
※現システムから改修した場合のイメージ
について次項以降で説明



現在のシステム概要

■名称

熊本県観光標識台帳システム

■保持情報

・熊本県内の観光標識の情報

・約1,000基分の情報を保存 ※2020.12時点

■システムでできること

・標識情報の検索、閲覧、新規追加、編集、削除等

・各標識の位置情報を地図上にピンで表示

・標識情報の取出し（CSV形式）

【トップ画面】

【観光標識 例】



現在のシステム構成

DB

情報企画課 本庁職員

地域振興局職員

◆利用場所

本庁および地域振興局

◆ネットワーク

県庁LAN利用を想定

◆想定データ件数

1,500基～2,000基程度

※1基につき5～6枚の写真(JPEG)付



システム改修要件

1. ログインID・PWの設定

2. 表示画面の変更

3. エクスポート様式の変更

4. エクスポート様式の追加

5. インポート機能の追加

＊それぞれの要件について、次頁以降で説明



要件１.ログインID・PWの設定

メニュー 検索

現在

改修後のイメージ

一覧

新規登録

・
・
・

メニュー 検索

一覧

新規登録

・
・
・

ログイン
（ID・PW）

PW変更

PWが一定期間変更されてない場合は
変更画面へ遷移



要件２.表示画面の変更

①検索画面の変更

【イメージ】

項目は以下

・台帳番号
・担当部局
・設置年月日
・標識の種類
・点検の有無
・点検年月日
・点検結果
・表示内容

「表示」をクリック
で詳細画面へ遷移

「表示」をクリック
で地図がひらく

（該当標識の位置を
ピンで表示）

チェックをいれた
標識のみを出力



【イメージ】

詳細画面の表示項目

台帳番号

担当部局

設置年月日

標識の種類

多言語表記

設置個所

表示内容

土地所有者

占用許可状況

その他法令等許認可状況

土地使用貸借状況

施工業者

施工金額

写真

構造

３項目を追加

・点検日

・点検結果

・対応履歴

②詳細画面の変更

要件２.表示画面の変更



要件３.エクスポート様式の変更

【一覧シートイメージ】

 形式はexcel
 一覧のシートと各標識の詳細シートにわかれている
 一覧シートの中から台帳番号をクリックすると該当番号の標識詳細シートへリンク
 シート数は最大で2,000程度

【標識詳細シートイメージ】

Google map等へリンク
するURLでも可

該当番号のシートへ
リンク

現在 改修後のイメージ

 形式はCSV
 全データの一括取出しのみ



要件４.エクスポート様式の追加

①点検事業の報告用

【一覧シートイメージ】

 形式はexcel
 一覧のシートと各標識の詳細シートにわかれている
 一覧シートの中から台帳番号をクリックすると該当番号の標識詳細シートへリンク
 シート数は最大で400程度

【標識詳細シートイメージ】



要件４.エクスポート様式の追加

②整備事業の申請用
 形式はexcel
 赤枠部分は、台帳システムの内容を自動で反映
 項目数は10程度を想定



要件４.エクスポート様式の追加

③整備事業の判断基準表
 形式はexcel
 赤枠部分は、台帳システムの内容を自動で反映
 項目数は25程度を想定



要件５.インポート機能の追加

①点検事業 報告結果

要件４で新規追加する「点検事業の報告用」様式に

委託業者が結果を入力したファイルをインポートする。

②標識の写真

JPEG形式。

台帳番号等で紐づけを行い、該当台帳番号の詳細画面ページに

表示されるようにする。



EOF


